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６年生の学習から 算数「データの特ちょうを調べて判断しよう」 
 

教務主任 片岡 正臣 

 

 現在、６年生の算数では、「資料の特ちょうを調べて判断しよう」という単元の学習に取り組んで

います。この単元では、与えられたデータの特徴を、ドットプロットに表してみたり、度数分布表や

柱状グラフ（ヒストグラム）に表してみたり、平均値や中央値、最頻値などの代表値を比べて考察し

てみたりと、様々な角度からデータの特徴を調べていきます。 

 

授業の中では、長縄の練習の結果からどのクラスが優勝するかを分析しながら、資料をどのよう

に見るのか、その切り口によって見え方が変わってくることを学習していきます。「ドットプロット

で見ると〇組だけど…。」「平均値で見ると△組が優勝しそう…。」「最頻値だと□組じゃないかな。」

と、学習を進めていく中で子どもたちも調べ方によって見え方が違ってくることに気付いていきま

す。当然、「同じデータを調べているのにどうしてだろう。」という疑問も芽生えてきます。 

 

この学習を通して見えてくるのは、世の中にあふれているデータも、どのように切り取っている

かによって見え方が異なってくることに気付くことが大切だということです。そのことを知った上

で、自分で考え、判断していく力が必要になってきます。 

 

先日、「マスクをしているから、今年はインフルエンザに感染する人が極端に少ないそうです。」と

クラスのある児童が言っていました。それを聞いて「コロナウィルス感染拡大が収まっても、マスク

をすることが必要ということだね。」と感じる人もいれば、「インフルエンザの流行を抑え込むほど

の効果がマスクにはあるのだ。」と感心する人。そこからさらに、「マスクをしていてもこれだけ感染

が拡大しているコロナウイルスの感染力は、どれだけのものなのだろう。」と考えを広げていく人。

一つの発言が様々な考えを引き起こしました。この会話を通して、同じ情報であっても、受け手によ

って感じ方が異なってくることを子どもたちは実感していました。それと同時に、様々な角度から

検討してみることの大切さにも気付いていました。 

 

現代社会は、様々な情報やデータがあふれ返っています。それらの情報に対して疑問を抱かずに

ただ信じてしまうのではなく、多角的に調べ、そこから見えてくることを自ら考え、自分なりの考え

をもてるような現代社会を生き抜くための力を、算数だけでなく様々な教育活動を通して育ててい

きたいと思います。 
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